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【質問】

・お客さまから、「買った商品の調子が悪い」との

お問合せがあったとき、真っ先に何を考えますか？

・お客さまに安全な商品をご提供するために、

どのように安全対策を行っていますか？



「第4回 産業構造審議会 製品安全小委員会」（平成２８年６月３０日）

3(出典)資料４ 「製品安全政策の今後の展開 －ＩｏＴによる製品安全のスマート化ー」 ９ページ



設計・開発担当者

お客様相談担当者

事故の予兆から事故発生に至る
過程を見える化
= NITE-ＦＭＥＡ・NITE-ＦＴＡ

不具合事象の事故事例や不具合
事象と類似の事故事例を抽出

製品事故予測システムでできること

B.事故発生シナリオ

A.関連事故情報検索

FMEA

（一財）機械振興協会HPより （一財）機械振興協会HPより

FTA

※ JIS C 5750-4-3：2011 (IEC 60812：2006)ディペンダビリティ マネジメント
−第 4-3部：システム信頼性のための解析技法−故障モード・影響解析

（FMEA）の手順）

※ JIS C 5750-4-4：2011 (IEC 61025：2006) ディペンダビリティ マネジメント
−第 4-4部：システム信頼性のための解析技法−故障の木解析（FTA）
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FT図



A. 関連事故情報検索システム
＝ NITE事故情報DB用あいまい検索システム

主に、お客さま相談担当の皆様のために
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不具合事象とその類似事象を含めた事故事例を抽出できる検索システム。

不具合情報を受けて過去の様々な事故事例から危害の広がりを検証し、

安全対策（回収など）の検討（＝リスクアセスメント）に活用。

例：ドライヤー不具合の
お問合せ

この事象が
重篤な事故に
繋がらないか？

ドライヤーからガラガラ音がする。

品 目 事業者 型式 事故内容 危害情
報

ドライヤー A社 A01 使用中に異音が・・・ 発煙

ドライヤー A社 A03 以前から異音が・・・ 発火

ドライヤー B社 3B 異音に気づいて・・・ 発火

「ガラガラ」→「異音」への自動変換により
類似する事故情報をまとめて検索

関連事故情報検索システムの活用例

※これはイメージです。
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（例）「電気ストーブ」「洗濯物」「焦げた」で検索

関連事故情報検索システムの概要
■事故事例検索対象

◇ＮＩＴＥ事故情報データベース（約５万5千件）

■類義語辞書

◇様々な事故事象で使われる表記(個別名称や擬音など）を

共通のキーワードに統合した辞書

＜NITE事故情報データベース＞ ＜関連事故検索システム＞

検索結果（１件）
「電気ストーブに洗濯物が落下し焦げた」

検索結果（５件）
「電気ストーブに洗濯物が落下し焦げた」
「電気ストーブにタオルが落下し焦げた」
「電気ストーブに衣類が落下し焦げた」
「電気ストーブに洗濯物が落下し発煙」
「電気ストーブに洗濯物が落下し発火」 7



例えば、ドライヤーの中から火花が飛んだ
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リスクアセスメントの概要

「製品事故予測システム」を理解するために必要な予備知識
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リスクアセスメントのプロセスフロー
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Yes

No

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

リ
ス
ク
分
析

リスクの評価

ハザード同定

リスクの見積もり

リスクの評価

リスク低減

リスクの見積もり

使用者、意図する使用及び合理的
に予見可能な誤使用の明確化

妥当性確認及び文書化

Yes

No
残留リスクは許容可能か？

リスクは許容可能か？

完了

許容可能なリスクが
リスク低減によって
達成できない場合だ
け関係するアクション

スタート

危険効用基準や
ALARPの原則*はガイド
51に明記されていないが、
このプロセスフローを回す
上で欠かせない。

製品の使用条件と安全確保の範囲
※JIS Z 8051:2015より引用

危
害
の
軽
減
及
び

防
止
の
対
策

*ALARPの原則: リスクは合理的に

実施可能な限り低くする
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信頼性解析手法（リスクアセスメント・ツール）

国際規格IECやJISで定められている世界共通の解析手法

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

FTAFMEA
最終事象

基本事象

部 品

サブシステム

製 品

人・財産



参考①：FMEAを使ったリスクアセスメント

例）エアコン設計用FMEA

FMEA （Failure(Fault) Modes and Effects Analysis : 故障モード影響解析）
部品やユニットの単一故障状態が、製品やシステム全体に与える影響を評価する。
安全に影響を与える故障モードが、製品関連ハザードとなる。安全に影響を与えるハザードを特定するための、
FTA や危害シナリオのインプット事象として活用できる。

12出典：消費生活用製品向けリスクアセスメントハンドブック第一版（経済産業省）より抜粋



例）自動車用ランプが点かない事象で
ランプのフィラメント切れに注目したFT図

FTA (Fault Tree Analysis : 故障の木解析)
トップ事象に重大事故を置いて、関連要因をANDとORの論理記号でつなぐことで、事故に至るプロセスを
一度に表すことができる。
ANDでつながっている要因同士は、同時に発生すると上位のトップ事象に近づく事象の発生につながる。
一方、ORでつながっている要因同士は、いずれか一つでも発生すると、上位の事象の発生につながる。
従って、ORでつながっている事象は独立で上位につながるため、各々別の危害シナリオとなる。
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参考②：FTAを使ったリスクアセスメント

出典：消費生活用製品向けリスクアセスメントハンドブック第一版（経済産業省）より抜粋



B. 事故発生シナリオ

主に、設計・開発担当の皆様のために
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活用イメージ

製品流通後に発生が想定される、様々な事故シナリオを参照・分析。
それらに対する安全対策を検討し、製品の設計・開発基準に反映。

③分析結果を検討して、より安全な
製品の設計・開発に活用

②検索条件に当てはまる事故シナリオを抽出①「洗濯機」の「モータ」が壊れて「火災」に
なった場合を想定した検索条件を入力

製品の設計時に考慮すべき不具合事象を提示

入力条件
品名：洗濯機
危害の内容：火災
故障部品：モータ

【故障部品】 【故障を引き起こす要因】【危害の内容】

コンデンサの
故障

ブレーキの
故障

洗濯機の
火災

モーターの
故障

経年劣化

大量の
洗濯物

不良モーターの
混入

100件 10件 1件

7件

2件

70件

10件

事故情報

自社情報

事故発生シナリオの活用例
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NITE-FMEAで示した事故発生シナリオ
FMEA（Failure Mode and Effect Analysis、故障モード－影響解析）を準用

個々の事故について、時系列で部品の故障原因から危害発生に至る事象を分析・整理した表

製品 故障部品 ストレス 故障メカニズ
ム

故障 フォールト 製品への影響 危害

洗濯機 モータ 長期使用 絶縁性能低下 絶縁破壊 異常発熱 樹脂部品に着火 火災

洗濯機 モータ 大量の洗濯物
（過負荷）

回転抵抗増大 絶縁破壊 異常発熱 樹脂部品に着火 火災

・・・

部品の故障情報を分析・整理 製品横断的に活用可能な情報

(同一部品を有する)
他製品における事故発生の可能性も予測可能

※これはイメージです。

例) 製品＝洗濯機、故障部品＝モータ、危害＝火災の条件で事故発生シナリオを抽出。

様々な事故発生要因がわかる。

ＮＩＴＥ－ＦＭＥＡ
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NITE-FTAで示した事故発生シナリオ

事故によって生じた危害からその原因までを遡る過程を関連づけた図。事故を発生系統別に類型化。

FTA（Fault Tree Analysis、故障の木解析）を準用

ORゲート

ANDゲート

入力事象のいずれかが発生
すると出力事象が発生する。

入力事象のすべてが同時に
発生した場合に出力事象が
発生する。

製品毎の事故全体像を図示

洗濯機
の火災

コンデンサの
故障

モータの
故障

ブレーキの
故障

経年劣化

不良モータ
の混入

ＡＮＤ

【保護方策２】
電流ヒューズ

大量の洗濯物

ＡＮＤ 【保護方策１】
警告ブザー

ＯＲ ＯＲ

経年劣化

ブレーキバンド
に亀裂

※これはイメージです。

例) 製品＝洗濯機の条件で抽出。安全対策のポイントが視覚的にわかる

ＮＩＴＥ－ＦＴＡ
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火災
5件 5ppm

ＮＩＴＥ収集事故件数
各生産台数の合計ＮＩＴＥ収集事故件数

◇社告あり

◇複数事業者で同事象

◇補足情報あり

火災
5件 5ppm

火災
5件 5ppm

火災
5件 5ppm

火災
5件 5ppm

発煙 ３件

発火 ２件

事故件数・事故発生率・関連情報

NITE-FTAの特徴

小分類

関連情報の有無が文字色でわかる
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製品 部品 種類 ストレス 故障メカニズ
ム

故障モー
ド

フォールト 危害

エアコン コンデンサ 電解 長期使用 ドライアップ 容量低下 異常発熱 火災

エアコン コンデンサ 電解 異物混入 絶縁劣化 内部短絡 異常発熱 火災

火災 異常発熱 容量低下 ドライアップ

絶縁劣化内部短絡

長期使用

ＮＩＴＥ－ＦＭＥＡ

ＮＩＴＥ－ＦＴＡ

＝個別事故の「発生メカニズム」を詳細に記載

＝類似する個別事故を「類型化」

ＯＲ 異物混入

事故事例：エアコンの電解コンデンサに異常が生じて火災になった。

NITE-FMEAと NITE-FTAの関係

選択条件に合わせて動的に生成
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事故発生シナリオの対象製品

◇重大製品事故が多い
○エアコン ○洗濯機 ○冷蔵庫 ○ガス瞬間湯沸器

◇事故が増加傾向にあり、社会的注目度が高い
○リチウムイオン蓄電池搭載製品（モバイル製品）

◇製品横断的に事故が多い共通製品や事象
○直流電源装置（ＡＣアダプター）

○経年劣化事故データベース（ブラウン管テレビを除く）
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事故を予測できる「気づき」力を高めて

な社会を

21

お問合せ先：mizen_system@nite.go.jp



https://www.nite.go.jp/jiko/

ご清聴ありがとうございました
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